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14. 化学療法で著効を認めた悪性腫蕩症例
長田 浩(中央鉄道病院・胸部外科)
乳癌の肺， リンパ節，肝臓，骨転移 2症例，癌性胸膜
炎 l例，術後再発胸腺腫 l例に FT207，MMC+Toyo・ 
mycin FAMT療法などを行なった。乳癌転移症例は
理学的所見正常に復し， 1年6カ月を経過， X線像は改
善， 自覚症状なし。術後再発の胸腺腫は上大群脈症候
群，心不全で、呼吸困難の状態となったが，治療により腫
痛の縮小を見られ，自覚症状は改善した。以上化学療法
で著効を認めた 4症例を報告した。 
15. 肺癌照射(60Co)有効例について
和田源司(千大・肺 l臨)
開院以来 8年半， 肺腫虜の照射治療例は全例 70で，
この内，原発性肺癌には扇平上皮型 7，単純型 7，腺型 2，
組織型不明 38，その他，転移性肺癌 7，縦隔腫虜 9，であ
る。全症例の過半数は組織型不明のままで照射されてい
る。照射効果について検討したが，原発性肺癌で単にX
線写真上有効(陰影縮小)とみたのは単純型 7例中 2例 
(30%)組織型不明 38例中 6例(15%)であるが， X線
写真(他覚的)および自覚症状ともに好転したものは扇
平上皮型で 7例中 4例 (57%)単純型では 7例中 2例 
(28%)，組織型不明のものでは 38例中 7例 (18%)とい
う成績である。
すなわち当院では扇平上皮型に照射有効率が最もよく
ほかの組織型に比して顕著であり今後の治療に以て参考
になり得る。一方，組織不明型は何とかして，これを明
確化して照射効果をよりあげるべく努力することが必要
であることが痛感された。
このように症例によってはかなり照射効果の認められ
た例があったが照射後生存期間をみるとその成績は惨た
んたるものであるo全症例の 70%の48例は 6カ月を経
ずして死亡し， 6ヵ月以上 l年未満のものは 14例(全
症例の 20%) 1年以上 3年未満のものは 5例(全症例の 
7%)である。 
3年以上の 3例(全症例の 4%)はすべて 5年以上の
現生存例で，踊平上皮型 l例，単純型 l例，縦隔悪性淋
巴腫 1例である。
有効例をいくつか供覧説明し，文献考察を加えた。 
16. ヨーロッパにおける胸部内視鏡検査の現況
ーとくに縦隔鏡について-
武野良仁(日産玉川病院) 
1973年 8月， ヨーロッパにおけるつぎの 5施設の内
視鏡検査を視察し得たので，それらを比較しつつ紹介し
た。 
1)スェーデン:ストックホルムカロリンスカ病院
(カーレンス教授) 
2) デンマーク:オノレフュス大学(エプセン教授) 
3)フランス:クソレノー ブ、jレ大学(サラザー教授) 
4)西ドイツ:エッセンルールラントクリーク
(マーセン教授) 
5)西ドイツ:西ベルリンへッケスホルン肺専門病院
(フライゼ教授)
概して，わが国より検査例数は多いが，質的には劣る
感じをうけたo とくに気管支鏡はほとんどがフレキンブ
ルを用いず，病巣部位などは余り問題にしない。縦隔鏡
も器具は私の開発したテレスコープ式グラスファイパー
のものが好評で，これで撮影した映画は各施設で非常に
高く評価された。 
17. 先天性肺動脈発育不全症例について
松本博雄，中村常太郎，
松岡淳夫(県立鶴舞)
肺動脈分枝狭窄症は，最近，心血管造影法の普及によ
り多数報告されるようになった。われわれは，比較的稀
れな肺動脈枝のびまん性狭窄症，すなわち，発育不全症
を報告した。患者は 2才の女児，特異な顔貌を有し，身
体の発育は不良である。聴診上，前胸部，背部に放射す
る収縮期性雑音をきき， ECGで高度の右室肥大を示
す。心力テーテル検査で、は，高度の肺高血圧症があり， 
Pp/Psは 90%であった。右室よりの選択的心血管造影
により，肺動脈発育不全症を確診した。 
18. 特発性びまん性肺線維症
一数例の検討ー
中村和之(旭中央)
当院で経験した 8症例について検討した。年令は 43
才から 75才までで女子 3例， 男子 5例で経過期間は 2
カ月から 17年に及んだ。転帰は死亡 4例， 生存 4例で
ある。
主な症状，検査成績を比較し，何れの症例が経過とし
て Hamman-Rich症候群のごとき急性型を示すかある
いは数年以上の慢性型を示すかの鑑別について病理所見
と特にX線像について検討した。その結果X線像にて斑
点状スリガラス状を呈するものは急性型を，輪状，のう
胞様陰影を示すものは慢性型をとる傾向がある0-
